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［休眠預金活用事業］

公募前研修
情報公開・広報の留意点

JANPIA 企画広報部
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【復習】

実行団体の公募で
「情報公開が求められている事項」



採択決定後

実行団体の公募で「情報公開が求められている事項」の復習！

審査期間中公募前

公募要領や公募に
必要な書類を策定

▼
（必要事項の漏れがないかの

JANPIAの確認）
▼

資金分配団体のウェブサイトで
公募に必要な書類を公表
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★ ★

実行団体公募申請受付終了

▼

資金分配団体のウェブサイトで
申請団体の情報を公表

実行団体の採択
▼

（JANPIAに
「内定実行団体一覧表（次ページ参照）」を提出）

▼
資金分配団体のウェブサイトで

採択された実行団体の情報等を公表

★



採択決定後

広く一般に公表

・選定過程の表示。（審査が公平・
公正に行われたか。）
・申請のあった団体の中から、どの
ような団体・事業が、どのような理
由で、選定されたのか。
・助成額はいくらか。 など

「情報公開」のポイントは？

審査期間中公募前

広く一般に公表

・助成事業を検討する団体に公募
の情報がしっかり届くように。

公募に必要な書類を公表
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自団体のウェブサイトで
興味を持った方が

見ることができるように

・どのような団体から申請を受け
付けたのか。

など

申請団体の情報を公表 採択された実行団体の情報等を公表

★ ★ ★

事業が完了するまで、公開をお願いします！
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【申請団体の公表（資金提供契約より）】
第 4 章実行団体の選定・監督（実行団体の選定）
第 17 条
2. 乙は、実行団体の公募に申請した団体の情報（団体名・所在地・
事業名・事業概要）を、募集終了時に乙の Web サイト上で公表する
ものとする。

【採択団体の公表（資金提供契約）】
第 4 章実行団体の選定・監督（実行団体の選定結果の開示）
第 18 条
1. 乙は、選定した実行団体の名称、申請事業の名称及び概要、選定
過程、選定理由、選定された各実行団体に対する助成の総額及び内
訳並びにその算定根拠を、乙の Web サイト上で広く一般に公表しな
ければならない。ただし、公表にあたっては、当該実行団体の正当
な権利又は利益を損わないように配慮しなければならない。

選定時公開項目チェック表【申請団体】 選定時公開項目チェック表【採択団体】
団体名 選定過程 ※１
所在地 団体名
事業名 事業名
事業概要 事業概要

選定理由
助成額（総額）
助成額（内訳）
算定根拠 ※２

※１ 選定過程に関して
選定過程を公表することにより、実行団体の選定が公正・公平にに行われたことを示すことが目的です。
公表の形は問いませんが、「公募の実施」「第三者の専門的知見を取り入れることができる会議体の組成と開示の実施」などがわかる形
で選定過程をまとめ公表してください。
ーーーーーー
〈以下、資金提供契約より抜粋〉
第 4 章実行団体の選定・監督
（実行団体の選定）第 17 条
1. 乙は、公募の方法により、実行団体を選定するものとする。
5. 乙は、実行団体の選定にあたっては、実行団体の選定の公募に申請する団体（以下「選定申請団体」という。）との面談を行うととも
に必要に応じて現地調査を行い、併せて外部専門家から構成される会議体等、第三者の専門的知見を取り入れることができる会議体（以
下「審査会議」という。）を組成し、審査会議をして選定申請団体の審査を行い、乙の理事会等の意思決定機関で決定するものとする。
乙は、係る審査の過程において、審査会議の構成員と選定申請団体との間で利益相反の問題を生じないよう配慮するものとする。
※２ 算定根拠に関して
当初は実行団体の事業計画や資金計画をPDFでアップしていただく方向で考えておりましたが、皆さまへのご負担を削減するために、実
行団体の計画に基づいて算定されたことを示す文言（例）「※実行団体よりご提出いただきました事業計画書・資金計画書に基づき算定
しております」を入れていただくことで、算定根拠の公表とさせていただいております。

なお、もし事業計画・資金計画を見たいという問い合わせがあった場合は、個別対応（据え置きでご覧いただくなど）をお願いします。

【ご参考】
情報公開確認表

内定実行団体一覧表の
エクセルファイル内に
同書類があります。
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事例
・

参考資料
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［対応］
当該資金分配団体へ連絡、通報内容を伝達
（※通報者より、伝達していいとの許可応諾済）

★公募については透明性などに十分留意する
ように伝え、了解を得た

【事例】通報事例

ー

［通報内容］
実行団体の採択に関して、「公募」と
いう形をとっているが、資金分配団体
が採択しようとしている団体が既に決
まっているようだ。

丁寧な情報公開・広報＝リスクを低減する



【参考資料】公募実施にあたって、参考となる資料

• 「データ集」
各資金分配団体の申請団体数や採択団体数、助成額などを一覧表示しています
（1.2 資金分配団体が実施する「実行団体の公募」についてP17-25）（リンク）

• 「公募結果報告」
19年度通常枠 ➡［PDF公開（リンク）］
20年度コロナ枠 ➡［PDF公開（リンク）］
20年度通常枠 ➡「システムで公開休眠預金活用事業サイトで公開（リンク）」

（検索窓で、「公募結果報告」を検索してみてください！）

（21年度事業については公開準備中。）

• 「資金分配団体の過去の公募ページ」
上述で気になる団体について、確認してみてください。

8

https://www.janpia.or.jp/about/information/pdf/plan/2021_plan_02.pdf
https://www.janpia.or.jp/josei/johokokai/normal/2019/
https://www.janpia.or.jp/josei/johokokai/corona/2020/first/
https://kyuminyokin.info/articles/search?utf8=%E2%9C%93&q%5Btitle_cont%5D=%E5%85%AC%E5%8B%9F%E7%B5%90%E6%9E%9C%E5%A0%B1%E5%91%8A&button=
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お願い



①シンボルマークの掲出
• シンボルマークの掲出をお願いします。
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資金提供契約第28条１

乙は本事業を実施する又は実行団体を
して民間公益事業を実施させるにあた
り、休眠預金等交付金に係る資金を活
用して実施する事業であることを示す
ため、甲が指定するシンボルマークを
表示し、又は、実行団体をして表示さ
せるものとする

https://www.janpia.or.jp/dantai/symbol/

【データはこちら】
JANPIAサイトトップページ＞団体専用＞休眠預金を
活用した事業シンボルマーク関連情報

https://www.janpia.or.jp/dantai/symbol/


情報発信時のシンボルマークの活用例
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プラスソーシャルインベストメント/京都北都信用金庫
（採択結果の公表・メディア発表）

プレスリリースやウェブサイトなどでの活用

※バックパネル1台ですが貸出可能

公益財団法人オリオンビール奨学財団



②JANPIAへの公募情報の連携
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JANPIAのサイト
・お知らせ
・実行団体の公募

JANPIA Facebook
・公募情報の紹介

休眠預金活用事業サイト
・公募情報の紹介
（記事＆tweet）

• JANPIAにも「実行団体の公募」のお問い合わせがよくきます。
• 公募情報をJANPIAでも「広く一般に公表」していきます。
• 公募開始の情報の連携をよろしくお願いします！

フォロー、ぜひします！



③SNSでの情報発信での「＃ハッシュタグ」

• SNS情報発信の際は、ハッシュタグをよろしくお願いします！
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#休眠預金活用
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④実行団体の「情報発信の基盤整備」

実行団体の事業計画策定時あるいは見直し時等でアドバイスする際にご検討いただ
きたいこと

• 実行団体の中には、「ウェブサイトがない！」「SNSをやってない！」など情
報発信の基盤が整っていない例があります。

• 本事業の情報公開に要するの費用（ Web制作、シンボルマーク掲出に係る費用
など）も計上可能です。

• 情報発信は実行団体の事業継続性などの観点から重要な要素です。

• 実行団体が継続可能な形での「情報発信の基盤整備」の検討を、よろしくお願
いします。
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最後に



❕ JANPIA 企画広報部をぜひ活用ください
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実行団体 よしもとラフ＆ピース

（株）外国人記者クラブでの
休眠預金活用事業の発表

READYFOR
公募に関するメディア向け発表での
休眠預金活用事業の説明

・プレスリリースの事前確認（文言の確認など）
・プレス発表のお手伝い（休眠預金活用事業の全体の説明） などなど



いつでもお問い合わせください！
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メール
info@janpia.or.jp

電話
03-5511-2026（企画広報部直通）

情報発信の際は、ハッシュタグ「#休眠預金活用」！

mailto:info@janpia.or.jp
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